
 

 

【個 人】                      提 出  平成 30 年 2月 17 日 

 

 山  行  報  告  書  

 

山行報告者：酒 井 

山 域・山 名：   両 神 山（1723ｍ）    （ 埼玉県 秩父郡小鹿野町） 

入山日又は期間：平成 30 年 2 月 13 日(火)    日帰り 

プラン担当者 正：酒 井 副： 

 

参 
 

加 
 

者 
 

L：酒 井 記：    報： 

 

 

 

 

男 １名 、  女  名、 計 １名 

天候 晴れ 

2 月 13 日

(火) 

集合時間： 午前 時    集合場所：   

7:10 日向大谷登山口 ⇒8:00 会所 ⇒不動明王像 ⇒八海山像 ⇒ 

9:36 弘法の井戸 ⇒9:52 清滝小屋 ⇒ 10:11 鈴が坂 ⇒ 10:43  

横岩 ⇒10:54 両神神社⇒ 11:28 両神山山頂 ⇒ 12:07 両神神社 

⇒ 12:06 横岩⇒12:35 鈴が坂 ⇒ 12:44 清滝小屋 ⇒ 12:57 

 弘法の井戸⇒13:20 八海山像⇒13:53 不動明王像 ⇒14:05 会所 

 ⇒ 14:40 日向大谷登山口（下山） 

装
備
と
食
糧 

共同装備：ツエルト（ ）、 

共 同 食： 

車提供者：  

個人装備：ヘッドランプ、雨具、防寒衣、コンパス、地図、、シュラフ、アイゼン、 

ストック、非常食ワカン、スパッツヘッドランプ、雨具、防寒衣、 

コンパス、地図、 

 個 人 食： 行動食                                                                                                                                   

感 

想
＆
要
注
意
事
項 

  前回山頂まで行くことが出来なかった為、今回は清滝ルートのピストンにしました。

七滝沢ルートですと時間がかかるため、安全なルートを選ぶことにしました。ワカン

を持ってきていましたが、先客者がいるようなので、アイゼン装備で登りました。 

１２爪のアイゼンはチェーンスパイクと違い、凍った地面に深く食い込むので、安全

に登ることができる反面、時間と体力を使いました。今回積雪は２０センチくらいで

した。山頂では晴れていたのですが、富士山の方角は天候が悪く、富士山を見ることは

できませんでした。今回休憩をほとんど取らないのにこれだけ時間が掛かったので、

積雪期の登山は余裕をもって計画し、実行するかがいかに大切かあらためて実感しま

した。清滝ルートについて、清滝に沿って進む道には目印のリボンが少なく、積雪のと

きは，いつにもましてその道が正しいか戸惑います。何度も登っている両神山ですが、

冷や汗をよくかきます。 

両神山は百名山ですが、この日に出会った登山者は 2 人でした。 

 


